
　小坂井町宮脇にある菟足神社は、穂の国（東三河の古名）の国造であった、菟上足尼命を祀って
白鳳 15（686）年に創立されたといわれています。
　菟足神社の賽銭箱には、円の中にとても可愛らしく配された金色のウサギが付いています。この
ウサギは、菟上足尼命の名前に因んだものといわれていますが、いつ頃から配されるようになった
のか、その起源は定かではありません。拝殿の中にも、奉納され、鎮座しているウサギを見ること
ができます。
　また、菟足神社には、昭和 29 年に愛知県の無
形民族文化財に指定された「田祭り」という神事
が毎年行われます。これは、田ならしから実りま
での稲作の経過を神主をはじめ、作大将や作男、
そして地元の子どもたちが身振りや歌で演じ、そ
の年の豊作を祈願します。
　菟足神社のウサギや田祭りを知らない方も多い
のではないでしょうか。今年の田祭りは、２月
20 日（土）午後６時から行われます。ぜひ、こ
の機会にご覧ください。
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